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修正ページの抜粋・見え消し 

【抜粋】 

５．地域公共交通網形成計画 
  ５．５ 公共交通軸の活性化によるコンパクトなまちづくりの実現 
   ５．５．１ 鉄軌道活性化計画 
  ５．８ 施策一覧 
   ５．８．１ 施策の体系整理 

   ５．８．２  
基本方針① 公共交通軸の活性化によるコンパクトなまちづくりの実現 
（１）鉄軌道活性化計画 
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具体的な施策メニューを以下に示します。 
 
1） 路面電車の南北接続 
①路面電車の南北接続 

本市は、公共交通を軸とするコンパクトなまちづくりを推進しており、富山駅お

よび周辺地区においては、交通拠点機能を一層強化するとともに、県都富山市の玄

関口に相応しい LRT の走る高質で魅力ある都市空間の創出を目指しています。 
路面電車の南北接続は、都心地区と北部地区とのアクセス強化や利便性向上など

の公共交通活性化を図る観点から、新富町一丁目から牛島町間に軌道を約 250m 延

伸し、富山地方鉄道富山軌道線と富山港線の接続を図るものです。延伸区間には、

制振軌道を採用し、高架下にバリアフリーに対応したハイグレードな新停留場を設

置することにより、新幹線、在来線からの乗り換え利便性が格段に向上します。 
なお、事業の手法は、軌道の整備は富山市が行い、運行は富山地方鉄道株式会社

および富山ライトレール株式会社が行う上下分離方式を採用し、低床車両（LRV）

を順次導入して、おおむね平成 31 年度の全線開業を目指します。また、この事業

に合わせて、富山港線軌道区間約 1.1km を上下分離方式へ転換しました。 
 

②富山港線の軌道複線化 

富山駅高架下における路面電車南北接続や永楽町地内新停留場の整備による所

要時間増加に対応するため、富山港線の軌道区間の一部（約 300m）を複線化する

ことにより、現在と同じ運行間隔での運行を実現します。 
 

③永楽町地内新停留場整備 

利用者の更なる利便性向上に向け、駅間が長いインテック本社前停留場と奥田中

学校前停留場の間にバリアフリーに対応したハイグレードな新停留場を設置しま

す。 
 

④ブールバール新停留場整備（構想） 

路面電車南北接続事業にあわせて、利用者の利便性向上を図るため、富山駅停留

場とインテック本社前停留場の間に、バリアフリーに対応したハイグレードな新停

留場の整備を構想しています。 
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2） 電停のバリアフリー化 
バリアフリー化や上屋の整備などを進めます。具体的な実施箇所については、交通

事業者と調整を進めます。 
 

 
 
3） 新型車両の導入 
市内電車の質の高いデザインや騒音・振動の軽減による快適性の向上、バリアフリ

ー化の推進などによる公共交通の活性化を図るため、富山地方鉄道株式会社の新型低

床車両（ＬＲＶ）の導入を進めます。平成 27 年度から平成 31 年度までに 3 編成導入

予定となっています。それ以降に関しては、交通事業者と調整して進めます。 
また、富山市のＬＲＶ（富山港線用）1 編成の導入を進めます。 

 

 
4） 市内電車と地鉄上滝線との連携 
南富山駅において、市内電車と上滝線の連携を強化し、富山市南部方面から中心市

街地へのアクセス性の向上を図るため、市内電車の上滝線乗入れについて、その実現

可能性と技術的課題を検討します。 
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（4） 交通結節点の整備（全路線） 
駅前広場、パーク＆ライド用駐車場、駐輪場、新駅の整備による駅勢圏の拡大を図

り、パーク＆ライド、サイクル＆ライドの推進を図ります。 
また、主要な駅において、公共交通結節点（トランジットセンター）の整備として、

駅前広場整備や駅舎の改修および多機能化を行い、利便性や快適性の向上、バスと鉄

道との連携強化を図ります。 
 
具体的な施策メニューを以下に示します。 
 
1）パーク＆ライド駐車場の整備 

事業者が整備した駐車場、社会実験などで整備した駐車場があります。 
これらの駐車場は、稼働率が高く、自動車からの転換や利用頻度の増加がみられ

るなど公共交通活性化への効果が確認されていることから、それぞれの路線特性に

応じた形でパーク＆ライド駐車場の拡大を推進します。 
また、サイクル＆ライドの取組についても検討していきます。 

 
2）駅機能の強化および交通結節点機能強化（例：富山駅、南富山駅） 

LRT 整備計画に伴い、富山駅周辺地区土地区画整理事業が実施されており、富山

駅の交通結節点としての機能強化が図られているところです。 
また、南富山駅では市内電車と地鉄上滝線との連携、乗継環境の整備を行います。 
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図 5-32 鉄軌道活性化計画 施策メニュー 

 

富山駅～東富山駅間 

新駅整備 

稲荷町駅～不二越駅間 


